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は
じ
め
に

　

近
時
、
国
が
労
働
問
題
を
含
め
広
く
社
会

的
諸
問
題
に
対
処
し
て
い
こ
う
と
す
る
際
、

政
策
に
お
い
て
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
（
以
下
、〝
Ｗ
Ｌ
Ｂ
〞
と
い
う
）
が
重
要
な

キ
ー
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
だ
が
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
は
一
義
的
に
は
定
ま
ら

な
い
。
仕
事
と
生
活
の
状
況
は
、
働
く
者
、

生
活
す
る
者
一
人
一
人
で
大
き
く
異
な
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
で
括
ら
れ

る
個
別
の
施
策
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　

国
が
政
策
を
実
施
す
る
場
合
、
一
般
に
、

政
策
対
象
事
項
の
法
的
定
義
、
法
的
根
拠
、

そ
し
て
効
果
的
な
実
施
手
法
が
必
要
に
な
る
。

現
在
の
日
本
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
全
体
を
見
る
と
、

そ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
混
沌
と
し
て
い
て
よ
く

わ
か
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
多

義
的
性
質
に
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
。
Ｗ
Ｌ
Ｂ

は
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
過
ぎ
な
い
と
言
わ
れ
る
ゆ

え
ん
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
と
い

う
考
え
方
が
持
つ
可
能
性
は
無
視
で
き
な
い

ほ
ど
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

他
者
を
知
る
こ
と
は
己
を
知
る
手
掛
か
り

に
な
る
。
日
本
に
お
け
る
Ｗ
Ｌ
Ｂ
と
は
、
ま

た
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
政
策
と
は
い
っ
た
い
何

な
の
か
？　

こ
の
こ
と
を
検
討
し
、
今
後
の

日
本
に
お
け
る
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
め
ぐ
る
政
策
あ
る

い
は
議
論
に
幾
許
か
の
貢
献
を
し
よ
う
と
試

み
た
の
が
、『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

比
較
法
研
究
』
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
中
間

報
告
書
を
ま
と
め
た
だ
け
で
あ
る
が
、
本
稿

は
同
報
告
書
の
総
論
部
分
の
概
説
を
中
心
に
、

Ｗ
Ｌ
Ｂ
法
政
策
の
一
つ
の
捉
え
方
を
示
そ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
の
現
状

　

政
府
が
公
表
し
て
い
る
Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
関
す
る

主
な
文
書
は
幾
つ
か
あ
る
が
、
中
で
も
、
内

閣
府
『
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
憲
章
』『
仕
事
と
生
活
の

調
和
推
進
の
た
め
の
行
動
指
針
』（
二
〇
〇
七

年
一
二
月
）
が
重
要
で
あ
ろ
う
（
憲
章
と
行

動
指
針
は
近
時
改
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

で
触
れ
る
内
容
は
改
定
前
の
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
改
定
後
の
も
の
が
基
本
枠
組
み
を
変

え
た
わ
け
で
は
な
い
）。

　

憲
章
を
見
る
と
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
、「
国
民
一
人

ひ
と
り
が
や
り
が
い
や
充
実
感
を
感
じ
な
が

ら
働
き
、
仕
事
上
の
責
任
を
果
た
す
と
と
も

に
、
家
庭
や
地
域
生
活
な
ど
に
お
い
て
も
、

子
育
て
期
、
中
高
年
期
と
い
っ
た
人
生
の
各

段
階
に
応
じ
て
多
様
な
生
き
方
が
選
択
・
実

現
で
き
る
」
こ
と
と
定
義
し
、
今
後
は
こ
の

よ
う
な
社
会
を
目
指
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
の
方
向
性
や
軸
と

し
て
、「
国
民
一
人
ひ
と
り
の
仕
事
と
生
活
を

調
和
さ
せ
た
い
と
い
う
願
い
を
実
現
す
る
と

と
も
に
、
少
子
化
の
流
れ
を
変
え
、
人
口
減

少
下
で
も
多
様
な
人
材
が
仕
事
に
就
け
る
よ

う
に
し
、
我
が
国
の
社
会
を
持
続
可
能
で
確

か
な
も
の
と
す
る
取
組
」
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
し
、
ま
た
、「
働
き
方
や
生
き
方
に
関
す

る
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
や
制
度
の
改
革
に
挑

戦
し
、
個
々
人
の
生
き
方
や
子
育
て
期
、
中

高
年
期
と
い
っ
た
人
生
の
各
段
階
に
応
じ
て

多
様
な
働
き
方
の
選
択
を
可
能
と
す
る
仕
事

と
生
活
の
調
和
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
意
思
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
や
実
現
は
、

「
人
口
減
少
時
代
に
お
い
て
、
企
業
の
活
力

や
競
争
力
の
源
泉
で
あ
る
有
能
な
人
材
の
確

保
・
育
成･

定
着
の
可
能
性
を
高
め
る
も
の

で
あ
る
。
と
り
わ
け
現
状
で
も
人
材
確
保
が

困
難
な
中
小
企
業
に
お
い
て
、
そ
の
取
組
の

利
点
は
大
き
く
、
こ
れ
を
契
機
と
し
た
業
務

の
見
直
し
等
に
よ
り
生
産
性
向
上
に
つ
な
げ

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
組
は
、

企
業
に
と
っ
て
『
コ
ス
ト
』
と
し
て
で
は
な

く
、『
明
日
へ
の
投
資
』
と
し
て
積
極
的
に
と

ら
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

取
り
組
み
の
柱
立
て
に
つ
い
て
、
憲
章
は

大
括
り
で
、

　

ａ
）
就
労
に
よ
る
経
済
的
自
立
が
可
能
な

社
会
（
経
済
的
自
立
を
必
要
と
す
る
者
と
り

わ
け
若
者
が
い
き
い
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
、

か
つ
、
経
済
的
に
自
立
可
能
な
働
き
方
が
で

き
、
結
婚
や
子
育
て
に
関
す
る
希
望
の
実
現

な
ど
に
向
け
て
、
暮
ら
し
の
経
済
的
基
盤
が

確
保
で
き
る
）

　

ｂ
）
健
康
で
豊
か
な
生
活
の
た
め
の
時
間

が
確
保
で
き
る
社
会
（
働
く
人
々
の
健
康
が

保
持
さ
れ
、
家
族
・
友
人
な
ど
と
の
充
実
し

た
時
間
、
自
己
啓
発
や
地
域
活
動
へ
の
参
加

の
た
め
の
時
間
な
ど
を
持
て
る
豊
か
な
生
活

が
で
き
る
）

　

ｃ
）
多
様
な
働
き
方
・
生
き
方
が
選
択
で

き
る
社
会
（
性
や
年
齢
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、

誰
も
が
自
ら
の
意
欲
と
能
力
を
持
っ
て
様
々

な
働
き
方
や
生
き
方
に
挑
戦
で
き
る
機
会
が

提
供
さ
れ
て
お
り
、
子
育
て
や
親
の
介
護
が

必
要
な
時
期
な
ど
個
人
の
置
か
れ
た
状
況
に

応
じ
て
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
が
選
択
で
き
、

し
か
も
公
正
な
処
遇
が
確
保
さ
れ
て
い
る
）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
比
較
法
研
究

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
比
較
法
研
究

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
副
主
任
研
究
員　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
副
主
任
研
究
員　

池
添
弘
邦

池
添
弘
邦
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の
三
つ
を
掲
げ
、
個
別
の
事
項
と
し
て
は
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
や
就
労
支
援
策
と
い
っ
た
労

働
市
場
政
策
、
労
働
時
間
等
の
労
働
基
準
政

策
、
非
正
規
労
働
や
育
児
介
護
と
い
っ
た
い

わ
ゆ
る
女
性
労
働
政
策
（
も
っ
と
も
、
男
性

の
育
休
取
得
促
進
等
も
含
ま
れ
て
い
る
）
を

あ
げ
て
い
る
。

　

詳
細
に
は
行
動
指
針
が
述
べ
て
い
る
。
特

に
国
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
や
や
長
い
が
列

挙
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ｘ
）
総
論

　

ｘ
ａ
） 

全
国
や
地
域
で
の
国
民
の
理
解

や
政
労
使
の
合
意
形
成
を
促
進
す
る
、
ｘ

ｂ
） 

次
世
代
育
成
に
対
す
る
企
業
の
取
組

促
進
の
た
め
の
対
策
の
検
討
等
を
進
め
、

生
活
の
時
間
の
確
保
や
多
様
な
働
き
方
を

可
能
と
す
る
雇
用
環
境
整
備
を
目
指
し
た

制
度
的
枠
組
み
を
構
築
す
る
、
ｘ
ｃ
） 

働

き
方
に
中
立
的
な
税
・
社
会
保
障
制
度
の

在
り
方
を
検
討
す
る
、
ｘ
ｄ
）
経
済
全
体

の
生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
観
点
か

ら
、
中
小
企
業
等
の
生
産
性
向
上
（
地
域

資
源
活
用
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
新
事

業
創
出
支
援
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
財
務
会

計
の
整
備
、
下
請
適
正
取
引
等
の
推
進
や

資
金
供
給
の
円
滑
化
等
）
な
ど
包
括
的
な

取
組
を
引
き
続
き
着
実
に
推
進
す
る
、
ｘ

ｅ
）
先
進
企
業
の
好
事
例
等
の
情
報
の
収

集
・
提
供
・
助
言
、
中
小
企
業
等
が
行
う

労
働
時
間
等
設
定
改
善
の
支
援
等
、
仕
事

と
生
活
の
調
和
の
実
現
に
取
り
組
む
企
業

を
支
援
す
る
、
ｘ
ｆ
）
労
働
基
準
法
、
労

働
契
約
法
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
等
関

係
法
令
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
法
令

遵
守
の
た
め
の
監
督
指
導
を
強
化
す
る
、

ｘ
ｇ
） 

顕
彰
制
度
や
企
業
の
取
組
の
診

断
・
点
検
を
支
援
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、

積
極
的
取
組
企
業
の
社
会
的
な
評
価
を
推

進
す
る
、
ｘ
ｈ
） 

働
く
者
等
の
自
己
啓
発

や
能
力
開
発
の
取
組
を
支
援
す
る

ａ
）
就
労
に
よ
る
経
済
的
自
立

　

ａ
ａ
）
一
人
ひ
と
り
の
勤
労
観
、
職
業

観
を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
学
齢
期
か

ら
行
う
、
ａ
ｂ
）
フ
リ
ー
タ
ー
の
常
用
雇

用
化
を
支
援
す
る
、
ａ
ｃ
）
若
者
や
母
子

家
庭
の
母
等
、
経
済
的
自
立
が
困
難
な
者

の
就
労
を
支
援
す
る

　

ｂ
）
健
康
で
豊
か
な
生
活
の
た
め
の
時
間

の
確
保

　

ｂ
ａ
）
労
使
に
よ
る
長
時
間
労
働
の
抑

制
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
な
ど
、

労
働
時
間
等
の
設
定
改
善
の
取
組
を
支
援

す
る
、
ｂ
ｂ
）
家
事
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
に
対
す
る
支
援
を
す
る

ｃ
）
多
様
な
働
き
方
の
選
択

　

ｃ
ａ
）
育
児
・
介
護
休
業
、
短
時
間
勤

務
、
短
時
間
正
社
員
制
度
、
テ
レ
ワ
ー
ク

と
い
っ
た
多
様
な
働
き
方
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
パ
ー
ト
労
働
者
の
均
衡
待
遇
の

推
進
、
働
く
意
欲
と
能
力
の
あ
る
女
性
や

高
齢
者
の
再
就
職
や
就
業
継
続
の
支
援
、

促
進
等
、
そ
の
多
様
な
働
き
方
を
推
進
す

る
た
め
の
条
件
を
整
備
す
る
、
ｃ
ｂ
）
在

宅
就
業
の
環
境
整
備
の
た
め
の
枠
組
み
を

検
討
す
る
、
ｃ
ｃ
）
男
性
の
育
児
休
業
の

取
得
促
進
方
策
の
検
討
等
を
進
め
、
男
性

の
子
育
て
参
加
の
支
援
・
促
進
を
図
る
、

ｃ
ｄ
）
多
様
な
働
き
方
に
対
応
し
た
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
多
様
な
子
育
て
支
援

を
推
進
す
る
、
ｃ
ｅ
）
地
方
公
共
団
体
等

に
よ
る
育
児
・
介
護
の
社
会
的
基
盤
づ
く

り
を
支
援
す
る
、
ｃ
ｆ
）
多
様
な
教
育
訓

練
シ
ス
テ
ム
の
充
実
等
、
職
業
能
力
の
形

成
支
援
に
係
る
労
働
市
場
の
社
会
的
基
盤

を
整
備
す
る

し
て
み
る
と
、
憲
章
や
行
動
指
針
全
体
と
し

て
は
、
男
女
の
別
を
問
わ
な
い
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
年
齢
、
婚
姻
の
有
無
、
子
の
有
無
を

も
問
わ
ず
に
対
象
と
し
、
仕
事
と
生
活
の
調

和
を
キ
ー
に
政
策
を
推
進
す
べ
き
と
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
敢
え
て
言
え
ば
、

Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
か
か
わ
る
個
別
の
問
題
の
多
く
は
、

働
く
男
女
、
と
く
に
子
を
持
つ
女
性
の
仕
事

と
家
庭
の
両
立
の
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

日
本
の
政
策
史
の
概
観

　

法
政
策
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、

従
来
は
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
で
は
な
く
、

「
女
性
の
」「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
」
が
中
心

で
あ
っ
た
。

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法（
以
下
、「
雇
均
法
」

と
い
う
）
の
前
身
で
あ
る
勤
労
婦
人
福
祉
法

（
以
下
、「
勤
福
法
」
と
い
う
）
は
、
一
条
で
、

「
勤
労
婦
人
に
つ
い
て
、
…
…
職
業
生
活
と

育
児
、
家
事
そ
の
他
の
家
庭
生
活
と
の
調
和

の
促
進
」
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
、
一

一
条
で
、
事
業
主
に
勤
労
婦
人
に
対
す
る
育

児
休
業
の
付
与
等
便
宜
供
与
を
行
う
努
力
義

務
を
課
し
て
い
た
。
ま
た
、
勤
福
法
改
正
と

い
う
形
で
制
定
さ
れ
た
雇
均
法
で
も
、
二
八

条
で
、
勤
福
法
と
同
様
に
事
業
主
に
女
性
労

働
者
に
対
す
る
育
児
休
業
の
付
与
等
に
か
か

る
努
力
義
務
を
課
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
立
法
理
由
は
、
い
ず
れ
の
法
律

も
目
的
や
理
念
と
し
て
掲
げ
る
女
性
の
地
位

向
上
・
差
別
是
正
及
び
能
力
発
揮
を
可
能
と

す
る
よ
う
な
施
策
の
一
方
で
、
女
性
が
事
実

上
多
く
を
負
っ
て
い
る
家
庭
責
任
と
仕
事
と

の
調
和
が
、
差
別
是
正
や
能
力
発
揮
に
当

た
っ
て
解
決
す
べ
き
大
き
な
課
題
と
考
え
ら

れ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
一
九
八
九
年
に
合
計
特
殊
出
生

率
が
戦
後
最
低
の
一
・
五
七
を
記
録
す
る
と
、

出
生
率
低
下
の
一
因
は
女
性
の
育
児
責
任
と

仕
事
の
両
立
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で

は
な
い
か
と
い
う
理
解
が
急
速
に
広
が
っ
た
。

そ
し
て
、
当
初
の
雇
均
法
が
努
力
義
務
と
し

て
い
た
育
児
休
業
が
一
九
九
一
年
に
育
児
休

業
法
（
以
下
、「
育
休
法
」
と
い
う
）
と
し
て

法
制
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
・
五
七
シ
ョ
ッ
ク
は
育
休
法

制
化
と
い
う
雇
用
労
働
の
側
面
の
み
に
と
ど

ま
ら
な
い
。「
少
子
化
対
策
」
と
し
て
、
児

童
手
当
や
保
育
と
い
っ
た
社
会
保
障
制
度
や
、

住
宅
や
教
育
と
い
っ
た
多
方
面
に
わ
た
る
総

合
的
か
つ
国
家
的
な
政
策
と
し
て
変
貌
を
遂

げ
て
い
く
。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
九
月
に
公

表
さ
れ
た
「
少
子
化
対
策
プ
ラ
ス
ワ
ン
」
で

は
、
育
児
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
ほ
か
、
男

性
を
含
め
た
働
き
方
の
見
直
し
や
、
多
様
な

働
き
方
の
実
現
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

加
え
て
、
こ
の
間
、
多
様
な
就
業
形
態
、

特
に
パ
ー
ト
や
派
遣
と
い
っ
た
非
正
規
就
業

者
の
拡
が
り
と
雇
用
労
働
政
策
、
少
子
高
齢

化
社
会
の
下
で
の
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト

の
若
年
者
問
題
、
就
業
促
進
や
年
齢
差
別
と

い
っ
た
高
齢
者
問
題
、
ま
た
、
格
差
社
会
と

ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
と
い
っ
た
問
題
が
目
ま

ぐ
る
し
く
政
策
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

る
な
ど
し
て
社
会
問
題
化
し
て
い
た
。

日
本
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
の
全
体
像

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
こ
と
か
ら
、
日
本
Ｗ

Ｌ
Ｂ
政
策
は
、
当
初
は
女
性
の
職
業
生
活
と

家
庭
生
活
の
問
題
と
し
て
男
女
の
機
会
均
等

政
策
の
片
方
の
車
輪
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
た
が
、
少
子
化
対
策
の
流
れ
の
中
で
育

児
と
仕
事
の
両
立
支
援
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
こ
の
過
程
で
、
男
女
の

働
き
方
の
見
直
し
や
多
様
な
働
き
方
の
実
現

が
取
り
上
げ
ら
れ
加
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
後
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に
は
、
若
年
者
や
高
齢
者
の
雇
用
労
働
問
題

等
が
社
会
問
題
化
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
問
題
も
含
め
て
議
論
さ
れ
て
き
た
こ

と
が
読
み
取
れ
よ
う
。

　

す
る
と
、
一
つ
の
見
方
と
し
て
、
政
策
史

を
踏
ま
え
た
日
本
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
の
核
心
と

は
、
と
く
に
女
性
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の

問
題
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
た
だ
、
現
在
の
日
本
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
と

は
、
少
子
化
対
策
や
多
様
な
就
業
形
態
の
選

択
可
能
性
、
若
年
者
や
高
齢
者
、
さ
ら
に
は

未
婚
者
の
生
活
と
仕
事
の
調
和
・
両
立
の
問

題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
日
本
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
の
全

体
像
と
は
、
女
性
労
働
問
題
を
中
核
と
し
つ

つ
も
、
そ
の
外
延
が
大
き
な
広
が
り
を
持
つ

雇
用
労
働
問
題（
あ
る
い
は
社
会
問
題
一
般
）

の
総
体
と
で
も
い
う
べ
き
多
面
的
な
側
面
を

有
し
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
法
的
価

値
観
を
包
み
込
む
も
の
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

諸
外
国
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
の
全
体
像

　

次
に
、
英
米
独
仏
四
カ
国
に
お
け
る
Ｗ
Ｌ

Ｂ
政
策
の
全
体
像
を
見
て
み
よ
う
。
な
お
、

本
来
な
ら
各
国
の
個
別
施
策
の
比
較
を
す
べ

き
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
か
ら
、
こ
の
点

は
中
間
報
告
書
に
譲
る
こ
と
を
お
許
し
頂
き

た
い
。

　

掲
記
の
表
を
ご
覧
頂
き
た
い
。
こ
れ
は
各

国
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
か
か
る
ス
タ
ン
ス
と
特
徴
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
か
か
わ

る
総
体
的
な
政
策
を
国
と
し
て
掲
げ
て
い
る

の
は
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
。
そ
れ
ら

の
国
の
政
策
で
は
家
族
が
対
象
と
さ
れ
て
お

り
、
家
族
的
責
任
を
果
た
し
得
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
休
暇
・
休
業
及
び
経
済
的
保
障
や

保
育
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
、
と
く
に
子
の
養

育
の
問
題
と
仕
事
と
の
両
立
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
フ
ラ
ン
ス
は
、
伝
統
的
に
家

族
政
策
に
対
し
て
積
極
的
で
あ
る
反
面
、
明

示
的
な
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
と
同
じ
よ
う
に
家
族
を

対
象
と
し
て
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
め
ぐ
る
個
別
政
策
を

採
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連

邦
政
府
と
し
て
の
明
確
な
政
策
的
取
組
み
は

な
い
も
の
の
、
連
邦
議
会
の
レ
ベ
ル
で
は
、

働
く
家
族
と
仕
事
の
両
立
支
援
に
向
け
た
取

組
み
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
の
認
識
が
見
ら

れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
検
討
対
象
の

各
国
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
と
は
実
質

的
に
家
族
に
か
か
わ
る
政
策
で
あ
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
対
象
と
な
る
「
家
族
」

の
概
念
や
範
囲
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
同
居

の
親
族
の
ほ
か
、
事
実
婚
と
し
て
の
パ
ー
ト

ナ
ー
も
家
族
の
範
囲
に
含
め
て
い
る
し
、
イ

ギ
リ
ス
で
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
は
異
性
ば
か

り
で
な
く
同
性
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
想
定
し

た
政
策
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

と
く
に
家
族
に
か
か
わ
る
休
暇
や
休
業
及
び

そ
の
間
の
経
済
的
保
障
な
ど
の
個
別
制
度
と

し
て
現
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
検
討

し
た
各
国
に
お
け
る
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
の
主
た
る

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
家
族
で
あ
る
と
し
て
も
、
日

本
に
お
け
る
家
族
の
捉
え
方
と
同
じ
よ
う
に

理
解
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
こ
の
点

に
注
意
を
払
い
な
が
ら
比
較
検
討
を
行
う
必

要
が
あ
ろ
う
。

政
策
に
か
か
る
国
の
基
本
ス
タ
ン

ス
等
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
の
構
造

　

長
期
的
な
国
の
在
り
方
を
考
え
る
と
き
、

労
働
力
で
あ
る
国
民
と
そ
れ
を
支
え
る
家
族

や
家
庭
、
労
働
力
の
再
生
産
と
良
質
な
労
働

力
の
育
成
と
い
う
観
点
は
、
国
の
生
産
性
や

経
済
成
長
、
ま
た
、
安
定
的
な
国
際
競
争
力

の
確
保
と
い
う
問
題
に
と
っ
て
不
可
欠
の
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
実
現
可
能

な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
の
目
前
に
あ
る
対

処
す
べ
き
課
題
と
し
て
Ｗ
Ｌ
Ｂ
は
捉
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

先
の
よ
う
な
観
点
を
考
え
る
と
き
、
現
在

の
生
産
性
等
を
維
持
し
な
が
ら
国
の
長
期
展

望
を
考
え
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も

現
在
の
家
族
や
そ
の
働
き
方
（
労
働
）
が
抱

え
る
問
題
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た

め
、
仕
事
と
家
庭
・
家
族
の
問
題
と
の
両
立
、

と
り
わ
け
、
少
子
高
齢
社
会
の
下
に
お
け
る

貴
重
な
労
働
力
と
し
て
の
女
性
の
能
力
発
揮

と
、
そ
の
た
め
の
性
別
役
割
分
業
の
変
革
、

性
差
別
の
禁
止
、
再
生
産
活
動
の
一
環
と
し

て
の
育
児
等
休
業
の
保
障
、
そ
の
間
の
経
済

的
保
障
、
ま
た
、
男
性
も
家
族
的
責
任
を
果

た
し
う
る
社
会
的
環
境
を
整
え
る
こ
と
（
労

働
時
間
規
制
、
柔
軟
な
働
き
方
の
保
障
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
）
が
極
め
て
重
要

な
政
策
課
題
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
見
れ
ば
、
総
体
的

な
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
の
中
核
は
、
女
性
に
対
す
る

差
別
禁
止
と
、
そ
れ
と
ペ
ア
で
車
の
両
輪
を

形
作
る
育
児
等
休
業
の
保
障
及
び
そ
の
間
の

経
済
的
保
障
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
す
る
と
、
こ
れ
ら
以
外
の
問
題
、
つ
ま

り
、
年
齢
差
別
禁
止
法
制
や
就
業
促
進
等
労

働
市
場
政
策
は
、
相
対
的
に
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
の

周
辺
的
な
問
題
と
し
て
、
ま
た
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
に

か
か
わ
る
新
た
な
問
題
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

諸
外
国
比
較
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
る
と
、

Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
と
は
、
第
一
に
中
長
期
的
な
国

家
戦
略
、
と
り
わ
け
経
済
戦
略
と
い
う
観
点

が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

第
二
に
、
経
済
戦
略
を
考
え
る
上
で
は
、
そ

の
支
え
手
で
あ
る
労
働
力
と
し
て
の
国
民
が

家
庭
や
職
場
で
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
無
視

し
え
な
い
た
め
、
と
り
わ
け
女
性
、
併
せ
て

配
偶
者
た
る
男
性
、
そ
し
て
家
族
に
対
す
る

政
策
が
取
ら
れ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
第
三
に
、
経
済
戦
略
や
労
働
力
確
保

と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
若
年
者
や
高
齢

者
の
労
働
力
と
し
て
の
価
値
を
十
二
分
に
見

出
せ
る
よ
う
に
し
て
い
く
た
め
、
特
に
欧
州

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
女
性
を
含
め
た
就
業
率

向
上
な
ど
の
労
働
市
場
政
策
が
採
ら
れ
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
か
か
る
総
体
的

政
策
は
段
階
的
重
層
構
造
を
な
し
て
お
り
、

同
時
に
、
全
体
的
に
見
て
多
様
な
視
点
を
含

む
極
め
て
多
面
的
な
も
の
で
あ
る
と
の
理
解

が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策

全
体
を
指
し
て
「
広
義
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
」
と
呼
ぶ

こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
方
、
先
に
述
べ
た
女

性
労
働
、
と
り
わ
け
差
別
禁
止
や
育
児
責
任

等
の
観
点
は
「
狭
義
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
」
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

日
本
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
の
特
色
と
問

題
　

日
本
は
Ｗ
Ｌ
Ｂ
憲
章
・
行
動
指
針
と
い
う

形
で
明
確
な
政
策
を
掲
げ
て
い
る
点
、
ま
た
、

社
会
経
済
の
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
に
対
応
し
つ

つ
持
続
可
能
な
経
済
社
会
を
構
築
し
て
い
く

た
め
の
手
段
と
し
て
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
位
置
付
け
て

い
る
点
で
ド
イ
ツ
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
英
米
独
仏
に
お
い
て
は
、
Ｗ
Ｌ

Ｂ
政
策
の
明
確
さ
（
目
に
見
え
る
形
で
政
策

を
掲
げ
て
い
る
こ
と
）
な
ど
の
点
で
違
い
は

あ
る
も
の
も
、
い
ず
れ
の
国
も
家
族
を
中
心

と
し
た
政
策
を
志
向
し
て
い
る
と
の
評
価
が
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可
能
で
あ
る
一
方
、
日
本
で
は
家
族
よ
り
も

む
し
ろ
、
雇
用
労
働
者
全
般
、
加
え
て
近
時

で
は
働
く
人
々
全
般
を
対
象
と
し
た
議
論
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の

Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
は
、
包
括
性
が
あ
る
と
い
う
意

味
で
諸
外
国
と
大
き
く
異
な
る
と
い
う
特
徴

が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

Ｗ
Ｌ
Ｂ
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
政
策
は
、

現
代
社
会
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
の
下

に
さ
ま
ざ
ま
に
生
起
す
る
社
会
政
策
的
問
題

に
対
し
て
政
策
対
応
が
可
能
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
利
点
を
有
す
る

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政

策
が
包
括
性
を
有
す
る
こ
と
が
、
他
国
に
比

し
て
優
れ
て
い
る
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政

策
の
フ
ォ
ー
カ
ス
が
ぼ
や
け
、
国
と
し
て
何

を
ど
の
よ
う
に
し
て
目
指
す
の
か
が
曖
昧
に

な
り
う
る
と
い
う
問
題
も
考
え
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
が
広
く
国
民
に
向
け
て

発
信
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
け

手
の
国
民
の
側
が
国
の
明
確
な
意
図
を
理
解

し
に
く
い
状
況
を
生
み
、
か
え
っ
て
、
何
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
形
で
行
動
す
れ
ば
よ
い

の
か
混
乱
を
招
き
か
ね
な
い
う
え
、
不
透
明

な
社
会
的
規
範
し
か
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
も
生
じ
さ

せ
よ
う
。
ま
た
、
限
り
あ
る
政
策
資
源
の
投

入
の
点
で
、
相
対
的
に
重
要
と
思
わ
れ
る
事

項
が
他
の
事
項
に
比
べ
て
劣
後
し
た
位
置
付

け
を
与
え
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
懸
念
も
考

え
ら
れ
な
く
は
な
い
。

　

と
は
い
え
、
上
述
の
よ
う
に
現
在
の
日
本

の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
と
は
、
女
性
に
対
す
る
差
別

禁
止
と
男
女
双
方
が
家
庭
・
家
族
責
任
を
果

た
せ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
が
ペ
ア
に

な
っ
て
い
る
狭
義
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
と
、
働
く
人
々

全
般
を
対
象
と
し
た
仕
事
と
生
活
の
調
和
と

い
う
広
義
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
近
年
で
は
、
未
婚
者

や
子
供
を
有
し
な
い
夫
婦
、
若
年
や
高
齢
と

い
っ
た
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
、
働
く
人
す

べ
て
に
向
け
て
仕
事
と
生
活
の
調
和
が
重
要

な
政
策
的
課
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
、

確
か
な
事
実
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
狭
義
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を
中
核
と
し
つ

つ
も
、
広
義
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
も
目
を
向
け
な
が

ら
、
日
本
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
が
有
す
る
法
規
範

的
根
拠
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
、
先
の
よ
う

な
問
題
を
乗
り
越
え
る
試
み
と
し
て
意
識
さ

れ
る
必
要
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

日
本
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
の
法
規
範
的

根
拠

　

伝
統
的
な
雇
用
労
働
法
は
、
憲
法
二
五
条

の
理
念
、
生
存
権
が
反
映
さ
れ
て
い
る
同
二

七
条
に
基
づ
い
て
措
置
さ
れ
て
き
た
。
し
た

が
っ
て
、
国
が
強
行
法
規
な
ど
強
力
な
法
的

手
法
を
用
い
て
労
働
者
を
保
護
し
て
い
く
た

め
に
は
、
雇
用
労
働
の
場
面
す
な
わ
ち
職
場

に
お
い
て
、
生
存
権
と
の
か
か
わ
り
が
と
く

に
深
い
労
働
条
件
事
項
に
つ
い
て
、
経
済
的

側
面
な
ど
に
お
い
て
労
働
者
よ
り
も
強
い
立

場
に
あ
る
企
業
・
事
業
主
に
よ
っ
て
不
利
益

を
受
け
う
る
よ
う
な
問
題
に
限
ら
れ
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
憲
法
上
承
認

さ
れ
て
い
る
人
権
や
平
等
と
い
っ
た
基
本
的

人
権
に
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

が
職
場
に
お
い
て
、
と
く
に
労
働
条
件
事
項

と
関
係
が
あ
る
場
合
、
法
律
制
度
を
通
じ
て

国
が
介
入
し
、
労
働
者
を
保
護
し
て
い
く
規

範
的
根
拠
と
な
り
う
る
。

　

し
か
し
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
に
お
け
る
働
く

人
々
の
「
仕
事
」
以
外
の
「
生
活
」
上
の
問

題
は
、
総
じ
て
完
全
に
私
的
な
事
柄
で
あ
り
、

「
何
を
」「
ど
の
よ
う
に
」「
す
る
か
」・「
し
な

い
か
」
と
い
う
選
択
判
断
は
、
企
業
や
事
業

主
と
は
無
縁
な
完
全
に
個
人
の
自
由
の
領
域

に
属
す
る
事
柄
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

地
域
活
動
と
同
様
に
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
・

介
護
と
い
っ
た
再
生
産
活
動
も
、
個
人
の
選

択
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で

は
同
次
元
の
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

表　独・仏・英・米におけるWLB政策にかかる国の基本スタンス等

ドイツ フランス イギリス アメリカ

・政府主導の積極的推進。
・ 背景：出生率低下と少子
高齢化、女性労働力の未
活用、若年者の学力水準
の低下、経済競争力への
不安。
・ 目的：持続可能な社会の
実現、経済成長と社会安
定化の原動力。
・ 特徴：家族と仕事の調和、
再配分・インフラ・時間
政策、既存法制度の活用
や適宜の見直し。
・ 法制度等分析を踏まえた
特徴：①多様な家族像を
踏まえた新たな家族政策
の影響、②新たな社会像
や労働概念 ( 雇用労働と
家庭・社会的労働の同等
評価 ) に基づく政策展開、
③ドイツ固有のコーポラ
ティズム ( 政労使の三者
連携、地方分権による地
域連携、産官学の地域
ネットワーク ) の影響。

・ 政府主導でWLBを積極
的に推進するものではな
い。

・ 他方、家族政策について
は従来から積極的な政策
が採られてきた。

・ 背景：第 1次大戦やスペ
イン風邪の流行による、
兵力減少による国防力の
減少、労働力減少による
農業生産・経済力の低下。

・ 1930 年代からの家族政
策の推進、家族手当制度
の創設・拡充、年次有給
休暇制度の創設、労働時
間短縮の推進。

・ 1960 年代からの新たな
家族形態に対する法的保
護の創設

　 *  新たな家族形態に関
しては、民事連帯規約
（PACS）につながっ
ている。

・ 1997 年以降、政府主導
の「家族にやさしい政策」

・ 背景：①EU指令の国内
法化という課題、②社会
的包摂概念の影響（個人
が労働市場から排除され
る原因の一つに家族等に
かかる責任があるとして、
これを軽減すること）。
・ 特徴：上記背景に掲げた
ことに加え、①家族的責
任にかかる「家族」概念
の拡大、もっとも、②政
策の根拠付けに少子化対
策が挙げられておらず、
政府は不介入のスタンス、
また、③貧困対策の色彩
が濃い。

・ 政府主導の積極的推進は
行われていない（もっと
も、仕事と家庭の両立支
援が労働生産性等に良い
影響与えるとの認識から、
連邦議会において国とし
て適切な措置を取るよう
求める決議が採択されて
いる。）。むしろ、企業等
民間が中心的役割果たす。
・ 家族及びそれに関連する
政策に関しては、労働条
件規制（労働時間、最賃、
休暇）面とともに、社会
保障（医療、経済的支援）
においても貧弱であり、
低賃金・貧困層対策の色
合いが濃い。
・ 他方、差別禁止法制が雇
用関係を強力に規制して
おり、これとの関連で、
一応男女に中立な育児等
休業制度が連邦レベルで
制定されている。



特集―女性の継続就業とワーク・ライフ・バランス

Business Labor Trend 2010.9

40

働
く
人
々
の
私
「
生
活
」
上
の
問
題
に
つ
い

て
、
基
本
的
に
、
国
は
法
律
制
度
を
も
っ
て

介
入
す
る
こ
と
に
禁
欲
的
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、私「
生
活
」

が
「
仕
事
」
の
影
響
に
よ
っ
て
「
調
和
」
を

欠
く
と
考
え
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
私

「
生
活
」
と
か
か
わ
り
が
あ
る
「
仕
事
」
の

場
面
で
の
問
題
に
つ
い
て
、
国
が
直
ち
に
何

ら
か
の
法
的
規
制
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

で
は
、
日
本
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
は
何
を
法
規

範
的
根
拠
と
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ

う
か
。
日
本
の
政
策
史
や
諸
外
国
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ

政
策
を
通
覧
し
た
結
果
か
ら
考
え
る
に
、
そ

の
核
心
は
、
女
性
の
能
力
発
揮
を
妨
げ
る
雇

用
に
お
け
る
差
別
の
是
正
と
、
女
性
が
現
在

で
も
事
実
上
多
く
を
負
っ
て
い
る
育
児
等
家

庭
・
家
族
責
任
と
仕
事
と
の
調
和
で
あ
る
と

評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
る

と
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
の
法
規
範
的
根
拠
さ
ら
に

契
機
は
、
憲
法
一
四
条
一
項
に
い
う
男
女
平

等
な
い
し
性
差
別
禁
止
、
す
な
わ
ち
基
本
的

人
権
規
範
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
加
え

て
、
社
会
の
実
情
を
踏
ま
え
た
政
策
の
経
緯

な
ど
か
ら
考
え
れ
ば
、
平
等
・
差
別
禁
止
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
育
児
等
家
族
責
任
と
の
両
立

支
援
が
、
補
完
的
に
憲
法
一
四
条
一
項
に
お

け
る
法
の
下
の
平
等
規
定
に
含
ま
れ
て
い
る

と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
法
規
範
的
価
値
に
基

づ
い
て
政
策
的
に
非
常
に
重
要
な
位
置
付
け

を
与
え
ら
れ
る
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
と
は
、
狭
義
の

Ｗ
Ｌ
Ｂ
、
す
な
わ
ち
差
別
禁
止
な
い
し
男
女

平
等
と
育
児
等
家
庭
責
任
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。

　

ま
た
、
身
体
的
物
理
的
に
労
働
か
ら
解
放

さ
れ
る
状
態
を
可
能
と
し
な
け
れ
ば
、
働
く

人
々
は
家
庭
・
家
族
責
任
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
長
時
間
労
働
を
削

減
し
た
り
、
育
児
介
護
以
外
の
休
暇
・
休
業

が
保
障
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ

ら
の
問
題
は
、
法
規
範
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、

狭
義
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
と
は
異
な
り
、
男
女
平
等
が

契
機
と
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
従
来
ど
お
り

憲
法
二
七
条
二
項
に
基
づ
く
労
働
基
準
法
な

ど
一
般
的
労
働
条
件
規
制
に
か
か
わ
る
問
題

で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
基
本
的
に
、
生
存
権
に
根
ざ
し
た

規
制
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、
近
時
の
雇
用
労
働
法
理
論
の
発

展
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
憲
法
一
三
条
を

め
ぐ
る
議
論
が
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
つ
に
は
、
個
別
具

体
的
な
権
利
性
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
し

て
も
、
一
般
的
な
幸
福
追
求
権
に
考
慮
を

払
っ
た
政
策
判
断
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
点

で
、
憲
法
一
三
条
は
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
に
と
っ
て

重
要
な
位
置
付
け
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
私
「
生
活
」
に
関
し

て
真
に
自
律
的
な
選
択
判
断
を
可
能
に
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
表
裏
の
関
係
で
、「
仕

事
」
の
面
で
も
自
己
決
定
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
憲
法
一
三
条
に
基
づ
い

て
働
く
場
面
で
の
働
く
者
の
自
己
決
定
を
可

能
と
す
る
よ
う
な
政
策
も
重
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
す
る
と
、
広
義
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
か

か
わ
る
問
題
は
、
憲
法
一
四
条
一
項
に
基
づ

く
平
等
原
則
を
補
完
す
る
と
い
う
意
義
に
お

い
て
の
憲
法
二
七
条
二
項
と
一
三
条
に
よ
っ

て
実
現
が
目
指
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政

策
の
法
規
範
的
根
拠
と
し
て
は
、
平
等
原
則

を
定
め
る
憲
法
一
四
条
一
項
を
中
心
に
、
補

完
的
に
、
伝
統
的
な
労
働
条
件
規
制
根
拠
で

あ
る
憲
法
二
七
条
二
項
（
ま
た
、
そ
の
根
底

に
あ
る
憲
法
二
五
条
）、
加
え
て
憲
法
一
三

条
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
法
規

範
的
根
拠
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
価
値
を
Ｗ

Ｌ
Ｂ
の
実
現
に
向
け
た
具
体
現
実
の
実
体
法

規
制
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
関
連
す
る
法

制
度
間
の
有
機
的
連
携
が
図
ら
れ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
を
上
位
か
ら
下
位

に
降
り
て
み
る
と
、
国
家
戦
略 

↓
法
規
範

的
論
拠
（
に
基
づ
く
事
項
） 

↓
個
別
具
体
的

法
規
↓
労
働
契
約
（
就
業
規
則
）
↓
労
働
契

約
の
運
用
、
と
い
う
階
層
構
造
が
見
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
職
場
に
お
け
る
Ｗ
Ｌ
Ｂ
を

政
策
と
し
て
行
っ
て
い
く
場
合
、
最
下
層
で

あ
る
労
働
契
約
の
運
用
が
問
題
と
な
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
一
般
的
労
働
条
件
の

底
上
げ
規
制
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
に
は
、

労
働
契
約
に
か
か
る
規
制
に
つ
い
て
も
同
時

に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、
労
働
契
約
法
三
条

三
項
を
、
Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
か
か
わ
る
実
体
法
規
制

や
個
別
契
約
の
解
釈
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
可
能
か
、
さ
ら
に

検
討
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
小
稿
は
、
中
間
報
告
書
を
ベ
ー
ス
と
し

た
四
カ
国
と
日
本
に
お
け
る
全
体
的
な
Ｗ
Ｌ

Ｂ
政
策
の
簡
潔
な
比
較
検
討
を
紹
介
し
な
が

ら
、
日
本
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
に
対
す
る
一
つ
の

見
方
を
示
そ
う
と
し
た
。
今
年
度
は
最
終
報

告
を
ま
と
め
る
予
定
だ
が
、
そ
こ
で
は
、
全

体
的
な
Ｗ
Ｌ
Ｂ
政
策
の
傘
の
下
に
あ
る
諸
外

国
の
個
別
施
策
の
運
用
実
態
や
実
効
性
、
在

り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
日
本
に
お
け

る
Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
か
か
わ
る
個
別
の
政
策
や
制
度

が
実
り
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
く
よ
う
、
含

意
を
析
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
比
較
法
研

究
〈
中
間
報
告
書
〉』（
労
働
政
策
研
究
報
告
書N

o.116

、

二
〇
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